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RNF144A; KIAA0161; RNF144; UBCE7IP4; Probable E3 ubiquitin-protein ligase RNF144A;
11k RING finger protein 144A; UbcM4-interacting protein 4; Ubiquitin-conjugating enzyme 7-
interacting protein 4
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	応用
	抗原情報
	背景
	このタンパク質がコードするタンパク質は、タンパク質-DNAおよびタンパク質間相互作用に関与することが知られているRINGフィンガーモチーフを含む。このタンパク質のマウスにおける対応タンパク質は、胚発生に関与するユビキチン結合酵素であるUbe2l3/UbcM4と相互作用することが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月],注意：このファミリーの保存特性の一つであるRING型ドメイン2のHis残基を欠いている。,機能：E3ユビキチン-タンパク質リガーゼ。E2ユビキチン結合酵素UBE2L3およびUBE2L6からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、標的基質に直接転移する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：RBRファミリーに属する。 RNF144サブファミリー。,類似性:1つのIBR型ジンクフィンガーを含む。,類似性:2つのRING型ジンクフィンガーを含む。,サブユニット:UBE2L3と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	COLO細胞ライセートのRNF144A抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	UBCE7IP4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

